
【日 時】 ２月２０日（日）１３：００～

【会 場】 兵庫県立美術館 エントランスホール

【出演者】 ヴァイオリン：豊嶋泰嗣

ピアノ：三輪 郁

演奏：兵庫芸術文化センター管弦楽団メンバー

ヴァイオリン：中野祥世、野村祥子、福澤里泉

ヴィオラ：ル・ミンシン チェロ：髙岡奈美 コントラバス：菊地晃子

トランペット：ショーン・メイナス

【主 催】 兵庫県立美術館アートフュージョン実行委員会
豊嶋泰嗣（ヴァイオリン）Yasushi Toyoshima,Violin 

桐朋学園女子高等学校、桐朋学園で江藤俊哉、アンジェラの両氏に師事。88 年のサント

リーホールでリサイタルデビュー、その後ベルリン放送響、バシュメット＆モスクワソ

ロイスツ、ロンドン・モーツァルト管弦楽団等、国内外のオーケストラと共演。大学卒

業と同時に弱冠 22 才で新日本フィルのコンサートマスターに就任。91 年村松賞、第 1

回出光音楽賞、92 年芸術選奨文部大臣新人賞受賞。桐朋学園大学大学院講師。
三輪 郁（ピアノ）Iku Miwa, Piano 

ウィーン・フィルのコンサートマスターや首席奏者たちの共演パートナーとしても、し

ばしば重用されている三輪郁はウィーン国立音楽大学及び大学院を満場一致の最優秀

で修了し、オーストリア政府からその業績が表彰された。“パルマ・ドーロ”国際コン

クールにおいて審査員全員一致で第一位受賞。ウィーン・ムジークフェラインやウィー

ン・コンツェルトハウスでのコンサートのほか、ドルトムント・フィル、ハレ歌劇場管

弦楽団、ノルウェー放送響などと共演。最近では『三輪郁・やっぱりバルトークも好き！』


